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-怒5100写会舘開館記念イベン卜

¥ 
r1JS 1 00年会館J周館記念イベント

-2月 1日 J R奈良駅西側にオープン~

来年2月1白河， ，e奈良駅歪献と f忽S'IC写会鎗J"'フこしま.

この会館 1<1.，*--q:>小川ールから引開仰さん時間同開加で帽広く利用でき... 

盲興芸能や現代〈た演劇畜安芸肱の』ニ演はもちろん*-;fI-J~で民主 その多楓能性を~，.した測幽による新しい。
たち¢音楽 演.'"どを上演し これか己の "'0年 ζ剛フて奈良の新しい文化の発.麗勉と翼手るととをめざしてい

ま雪.そこで周盆.で鳴市民のみZ与さ"，1::"し2摩れる緬訟と怒るよう つをのよ3悠周""念イベJ トを聞き君...

"お 実樫B'事ど惨後目お姐ら往します.出演者の.舎により 目理内密"とが変わる喝合，.あります.

く札制砧'"師会開制偏重 (n34-0100lへ.
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【住 帰】司"持制11=;魚凶錦町 7-1 ，なら'"。益事会館内

(J R~良駅西U改札鴎句ですぐ1

I回開]n34-0100 !!!I 3~ - lOOO 

，..略圃"目前8特字~守後5略行分

"本 自】 土日.日拠悶 "月羽目ーも!11 3日
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伝、仲-H の活動量喪、 1タジオ見学事
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〈わLくは、ならまちイ司 J トFM76
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市役ffin34-1111附〒630-8580 二条大路爾了昆，.，・8知 5世

このように電子計算機を利用しています

ffl<.:ra.倒的行田駅うため事務←酎コ河ユーター処理してし帆

こ れによって吋恥盟化問叫酌オンライン帥ど市町一ピス咽上掴って

し暗 '・ここでコこピユ タ 組理される個人情種協 f奈良市・子2柵組総処理!と4振る個人情績の係費

に関する魚例Jによって保護されてし咳す.

融市がコンピューターで日開眼して時蜘下""とおりです.

くわしくほ市役所電子計鱒限内.

コンビューター虹躍している業務

.>'1.用電子酎..こよるもの

o住馬記録佳宏外住民E録印偉の..…住 民事住

鷺外住民配鋸印箆畳紙宣明、外国人..

。軍機の寮梼….挙人名穐役事奇λ栂.
0<人えの豪俺…成人，通姐

。市県民艇凶定資産侵償婦制廃虚法人市民税慢向

..艇の柑制州制州回附蜘車

傾帳・..号台帳

。収納訓込め.. ・一市縦聞係学盆の叙納日針渇

納処湾口座録嘗 a内観組合同名徳決穂網.

。各組予防機種健康鯵断の煮物ー各盆予防篠鍾健衛

隊.通知乳児 ，.，か川知1問..
く〉般入学 a史学後助の薬局 総入学総掌媛動.名簿

舵争通知 仁度調医嘗仏領.

o幼 酬の稜務 一剛名簿入閣科糊斜

C堀町煮 秒間叩叫

。崎耐の煮暢…帥鯛金制密情

く〉児童利時間"当時務…削瑚調査制

兇医制度費受給資格麗

C剛健制酬 レイヒプ団理の削…・賓館険制

.. ，量検斜賦課台帳納付組合員名傭 高値術鑑費

C関牌盆醐 れ福祉惜の納…彼輔副.納

付組合員名構所得現挺~後出超畑、納付温知

o.鯵，医療福祉の集荷主人.本台帳且唱値歪優

待男優車竃

C財珍会計の..支附貨但行為伺 支出命令 附TJi

登録術開

01最宵の薬理事 保省児盆台帳傑.，争被収台帳 入所決

定通知術置'費支弁台帳

o下*遁受.，腎負担金肉食事警 耐告・ 眠E軍司険収納入

通知

c住宅街績4時金貸付 ..の察情 貸付金 ..金約

帳納入通燭

o直路.刷の寮梼占附許可占周期間縄了通知儀練

中自衛 倹H_
oよ f~ド遣れ盆の寮傍納入通知口順調長傍上下水道

使用符 _*:n:m噂
。水道給水管理の寮飾…鉛*後置工事台帳

。臨防署福祉終調給付金口座傑込の費量絡十一..偏祉特別給

".口監桜込

.才ヲィスコンピューターによる同

性 i孟悼の輔酬..師時支給岬決

定修止廃止過知

。箇.鎗の実務…a・p・"十日儲健.呈餓.一覧表

。市営住宅管理の建膏管理台帳貨定収納笹鍵姐

知

。消防銅の察膏 指令察署警 各種.習会費院萄 &値台帳

H 割問問'f-3..災証明

。抱量子当の実務包定請求処理各種届府警付温知

o.働省福祉の集奮在宅価怯仲 ピス .人ホム入

所省管理

o.・沓緬祉の幾重S 身障制使御子帳 緬懐具 日常生泊

府県等.>.鎗

。農業安興会~0).1I"' .司.. .・a島4ド台・各種...・.. 守年金

.，トソナルコンピューターによるもの

。水凶管理の集局 旭区別便周4賢明台鰻

o殺省指.のM:a，，1語学佼ごとに毎組依.，首尋の資約金

作成

0.'作‘台・ .・・云飼わ"If"'.区別台帳菅9・ .・

." 
。水道修修工機貨の鋼"事 納入通知欄定月開掴

。福建築.露支媛の.指 確霞通知. 仮健周忌詑孟短.

台機首E・R・E明.検査積極

。生産緑鋼a・区ffi定め察鶴見野省 .. 事司野氏名 覧表 池

区8場調査.

orllLIH踊場支後め現"場開鎗餅可 工事;;;.r届出ヱ4・
険金8奇麗 各種目担調

o体B 使関~'J!."II!婦の*.... $11!fI1.酬 区僚曹錫.

際相~IE ， IK療資格.

備し山 町 |泊
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臨時福祉特別給付金の申請は11月30固までに!
平成"年分所得貌等の符.1波動の追加実施!こ伴:l¥.つをYのとおり鎗付金が支鎗され...

1・組緒付盆1
01支給金銅 一人1万円

0' 文納付傘~ '}lf.8月1日現住之たのいずれ請の字傘 または手当金受給?与る人.

①老鋤領令止年傘"'"沓.礎年盆君事{アz 年盆直隆.の年金コ ドの先頭 3桁が r6)~J r=J ィ・与盆..の

年盆コ ドの先"'桁が fS3SJf062ρ '"通量鉄血礎年金等{アz 年金..の年盆コ ドの..，桁h'r27SJ 

"悶J ィ，隼金征嘗め与盆コード，先夏風3桁が r64SJrC'/2J (0I:I2J rl02J @児童鉄接手当 '"時刻児童校

貸手当 笹滞輔陣容信手当 1:':書見絹祉，匂⑥緬後手当(徒過信置分} ⑨原.敏・.t"fo引(FbCl:特別，.

当特別手当健康管理7省保健，.η}

Ii主}⑤の特別児童..手当の胴度止め受給~IL .または委宵宥となっていますが給付金"陽書拠の人が支

給負仰と なっれますので@ゅの.績受給.の人は両方を受けることができます";iのイ ②のイの受給制

平成附年鹿市民観芥保艇の人(.If*ltが 技警視織となってもる‘合IJ.t交委している人も市民誕嘉叡誕』限

句ます.，が対象とな句ます 00-)に融当する喝合でも 今年8月1日現住生損保穫を受けていた入 社会循

後範Eに入所していた人" 別途支絡されますので支鉛の対象になりまぜん

，."緬.盆】

'0支鉛金額 一人3万円

'"支t"l )t~符 平.ItI (lfI' 11' i!îf廷後非謀役"よぴ鈎場鋼のみ限観の人 ( ìf ~~障が依費飽厳となっている泊.合"
侠書している人も市民観J除探偵および均等割のみ鍵観されてもる喝制限町ます}まえは 生 昼係費量受けて

いる人で今~'8 1! 1 I l現在次のU ず札かi 誠査した人.
l 平成lolf21!1日以緩からねた会りまたは衡呆等の状轡iめるため常時介預を，要としているωa以上の

人 〔昭如8年8JJ 1日以前b生まれた刈 2 陣容兇術後手句会総省 3 特別隊禽智手当受総者 4 緬

催予当(俊樹情置分)受給払

(佳)緬.給付金や特別総付金の支給要件i舘当する人で 1-4 I核吋H 人も支給の対・とな句ますが今隼

8月0'現症に"いて符捌...1巨人永 ム~どの社会福祉血鎗1 入ってL る人亨a附写 4 1!J(l日以縄訪ら術

院惨修所まf.:iJ老人保健鱒設に入院また"λ概されでしる人lま支給の対象lな句 重信ん.

l縄夜船付盆1
0'支*l-a. 一人1万円

0'支給付傘. 今年8月 1[] J:l!L 6s OI:以上の人(臨相8年8J!lAJ;前 1"，主まれたAIで 平成'"年度市R

観J昨複製の人 (lf" r.~'銭安現僚となっている喝釦2 検費して」る入も市民健非様様。敵"ます}

ω生)ただし 今年a月1日寝在生首保霞を受けていえニ入 社会福祉施設。入所して""Aは 別途支給されま

すので支飴め対象に会り霊ぜん.ま丈 緬栓e寄付金の支鎗要件。該当する人" 符梼給付盆は支給されま吐ん.

〈剛剛潮崎淘所)n月 '6日-30日市観所1贈正面玄関ホール

〈受付時間〉午前g時~明後4鴎(土、 g 彼自陣受付できま包ん)

忽お 出班員時 遭錨F野忽どで隠下記包程で受げ付げます。

..靭跡調lζ必..ちの 陪‘'"'"と盆m・-"使園駅..，銀いできまぜん}に筆込みを'"領されるとき俗預金週第S

.付・・
.. --， 要何回 膏村.爾 霊付 同

. . .直所 "月"目凶0_..u:剖 .oIIlI_A階 什月"U<輔、"日直

車事停車・月号 "日開ー"目l割 伐 且 適 鐘 碕 ユヨ目t刷、"日圃
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愉..艇の温圃輸惨です.

. ~...-jl.以上の人(経鋼U I: O • 
鵬剛一等】圃 晴..ーか帽"

叩 叩上世間電住民l5!:t-"

...何人"録的{噂l>'>"''''命し 批 }

同 し帥ー闘で11I1初日刊に市酬

刷咽翼、

"''''ÕF刊明~ _ 1'1111¥悶叫

人U すみやa叶に安;;tt jJ酬もし奮す . 

tU::t;:どで耐の険制輔さ枇人"

輔の即"'U<tA..1~ 現問

中の人 ;/11: Iす寄金受げだ人や制型肝険金

目。た人凶主柑酬して〈印.

腕がん検 E
aがん旬死亡準ほ争々増加Lで，.，す.

将来脚がんががん4よる死亡の 1怜"

叫刊H 恩 笹川す.机一度u怖が

λ師団?早期lt)U..，. .11;1，，，..，1 

しよろー

惨とき とこる 刊 附 ..崎山

の人(酬は障" ・臨剛…隼1附

開 会 献のみ"刷駒山

剛Ji1o."'，.11-11ーら同"附 i内容.

ftlLO同)咽U 抽出a・'"帥

醐_*，:1田代のみ{蜘 Lμ時!，'" 

し削} ・札 帥 闘で"月初日

でl市開帥輔' .̂

• ..会どで同織の械..受.された人は

鵠叫要 "削 H ん.，た腕前.

相人通1:1'川.受けたけ綿密削

に，った λIl..:t.倫医4柑概して"どきい.

自の健康相麟白
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山 "月"附 m 嶋一岬 H
こる…臨師会"引の...-t:/~ ー {刷

"1鍋凶M!H

二条大路陽一丁 目 H

保健包ンタ {二吸大鐘殉了目 ¥-30 034-1111) 

奈良.・"ニ際大臨調阿了目 1-28 倉 34-1111)
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守りましょうごみ出しのマナー
み 怒 さ んわ日常生温から出るごみは I燃やゼる合みJr燃や包忽いごみJIこ分 別 し て定

期的 こ収集 しています.でも ごみを出ず際のマナーとして次切 点 ζ注憲 しましょう.

(引隼ごみ.必，よく水を

切ってから幽してくださ

も、.

本気のあ事，のu そ

のままだと汚水が流れだ

す原凶l怠"'す.よ〈

本を切ってから目的しまし

ょう

何}竹ぐしゃガラス忽どの

鋭利.ものをその密着E鈴

に入n.いでくだ台、、

これらがそのまま縄に

入っていると 艇を突 き

織って作業闘がゲガをす

ることがありますt ゆ盆

ど"小さく析って ガラス"は命司p・"孟どで温んで

出してくだ<，:，、。

(4)<:':みの主露出.眼a自の当日に.

ごみ 1~ 1IIlするト ラ プルで-I' t \ 叫が「‘可也さみ
が似しっ飲しiなっている」ことです.，島欄喝の管理

街.近所の人iとってとれほど迷惑傘ことはるめまぜ

んゴみを臨す観め責任として 収穫""必rヴりま

しょう.

，nごみS書館でeるだり透明ぎた隠学透明の袋を使用し

てください.

ごみをきちんと胴する加には正しい畑川枇

です ごみの中身が分b る鐸の使別に凶"してくださ‘、

，企帥の際tごみ崎山る聞に，る開村

ント叫どの様れやす"も川ポリパ円叫にごみ

を入れて"さ傘いで〈ださい

-再生資覇の分別回限
市役所そ公民館な どの公 共ぬ設では

"サイクルでき る次のものを回収し てL ます.さ

"サイクルするためにも 次の点にど主憲

創 刊れもに決って語 ら附 。

、デキャッ プ会どの典"は取町除<.

Lゑ袋ごと開収容包に入れたり 容器にごみを入れな‘

していまぜん

〈札帥〉

環蜘柿一軸 所 (Dl1 9ull)

建 一鶴闘 "柿 靖 刷1 (ft 33-878~) 

〈酎醐〉

".金咽口の守前8時一一守後3時

受付。

謀長休日明けや午前中は鑑舗が集中するため 曜日 時閣

をずらす企どの協力'"輔、します.

〈 吻し帥醐〉

l聞につき6/;1'で.荷禽ご品川i M釦 合"ません

進申し込み以外のご士みは収司廃できません..，・，変更す

る障は 叡療"の2日傭，で6速婚してくださも '"・a
Mが収'駐日の際は本曜日までに連絡)。

なお 申 し込みは 2 か月 I~ 1闘です.

.大型ごみ怯電話で申し込みを

拠闘にあたる日 6

集後配
スト γ今〆グ1'11・がλて3又ら み，さ^"，うされていますか.砿" ぞのま まポイヲ，.て" そのス ト

d ~):刷返しの州防径として附して " t 1-. .t:切れが判明 。です.崎町山山だ聞できる

} ・ R凪併にli(U~~J長岡陵すA昼、一 企があ η ます '"は..，たa象台"のゐFじをつ、咽けてし重い

奈到しみ八ぬよと，.墜舗4を俊期してL家<.
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